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調査タイプ Type of Study

国家ベースのコホート National Study
①米国地域ベースコホート①米国地域 スコホ ト

US National Children Cohort (NCS)
②ノルウェー母と子のコホート調査

Norwegian Mother and Children Study （MoBa）
③デンマーク国家出生コホート：母と子のよりよい健康Denish 
Birth Cohort Study （DBCS）Birth Cohort Study （DBCS）
④韓国国家出生児コホート(MOCEH)

病院ベースのコホート Hosptial based study
③ジェネレーションR Generation R Erasmus Univ.
④喘息とダニアレルギーの予防と発生（PIAMA)
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3. 結論とまとめ

• 必要とされるコホートのデザイン

• 規模（全国調査と拠点調査）

• 仮説（将来の仮説含むことができるか？）

• 解析に必要な被験者数

• 調査対象項目

• 既存コホートとのリンクと新コホートの独自性

• 国際比較および国際協力
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3. 結論とまとめ

• 運営上の留意点

• 組織• 組織

• 研究者の個性

• 研究協力体制（ポストドク、研究者、パラメディカル、

コーディネータ）

デ タ処理（ITの利用）• データ処理（ITの利用）

• 倫理規定（IC、全国調査、詳細調査）

• リスク・コミュニケーション

• 被験者へのデータ報告、ニュースレター、ギフト

将来の環境行政に寄与できるか• 将来の環境行政に寄与できるか。


